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中世フランスの海上保険（1）
大　谷　孝　一
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おわりに
I　は　じ　め　に
　I－1　フランスの保険史または海上保険史に関する文献を入念に調べてみ
ると，従来から主として二つの大きな流れがあることに気づく。その一つは，
かのGuidon　de1a　merまたは1681年のOrdomance　de1a　marineをも
ってフランス海上保険史を説き始めているものであり，他の一つは，ルアン
（Rouen）市の1556年7月20日の勅令をもってフランス海上保険史の出発点と
しているものである。
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　　前老に属する学老には，Va1in，R．一J．（工’0〃o舳α刎θゐZα””タ惚，La
Rochel1e，1760，T．I，p．15et　suiv．）；Em6rigon，B．一M．（τ〃肋伽8
λ∫醐〃〃028θ工6θ∫Co〃παエ∫δ1αG70∫5θ，Marsei王1e，1783，T．I，p，ij　et
suiv．）；Pothier（T7α〃老6〃Co〃〃α広♂λ85伽〃〃cθ62Po≠〃〃par　Estrangin，
M1arseille，1810，p．xix　et　suiv．）；Boulay－Paty　（Co〃γ∫6召　D70〃　Co〃一
吻θκ加1””励〃θ，Paris，1834，T．III，p．235et　suiv．）；Giraudeau　et
Courtois（r〃〃6丁乃607勿吻，Pκαま勿秘θ勿Co〃ψ1θ庄6θ∫λ∫∫〃7α勿cθ5肋〃一
κ舳∫，Paris，1837，p．5et　suiv．）；Weil，G．一D．（1）2∫ム∫舳刎θ8肋〃タ榊8
θまゐ8　λ砂α〃ω，Paris，1879，p．2）；Labraque－Bordenave　（τ〃〃6　ゐ∫
λ8∫舳α刎召∫脇7励〃〃∫θ〃F〃伽θθ左∂1’E〃α〃g〃，Paris，1876）；Droz，
A．（〃α肋幽∫A∫鮒α伽θ5〃b7肋刎θ∫，Paris，1881，T．I．，p．1et　suiv．）；
Hamon，G一（獅5まo伽α％伽1θゐ1’λ∫∫〃α肌θθ〃〃α刎θθま∂1’E加〃g〃，
Paris，1897，p．26et　suiv．）；De　La　Prugne，C．（〃α雌　丁肋07勿〃θθオ
P畑物吻ゐ㌘λs∫〃舳oθθ勿G幼かα1，Paris，1895，p．17）；Sen6s，V．（工θ∫
0〃9加θ5ゐ8Co刎クαg〃θ∫”λ∫8〃α肌θ∫∫oカδP〃刎θ∫，80〃　脇〃θ〃θ∫，
月o閉励θ8舳F〃刎θ，Paris，1900，p．11et　suiv．）；Smeesters，C．（Dκo〃
〃か肋〃昭2彦D70〃〃ω｛α1，Bmxelles，1911，T．I．，p．xviii　et　suiv．）；Van
Eeckhout，W．（Zθ1）70カ伽λ55舳〃oθ∫τ舳2∫加∫，Paris，1928，p．5et
sui平．）；Le　C1erc，L．P．（ZθCo〃赦αま♂λ∫∫〃γα〃cθ一8αハーα肋γθ∫吻7〃勿〃θ，
Pads，1932，p．3）；Borgel，R．（Dθ∫λ58鮒舳ω8〃〃肋刎θ58〃Po肋θ8
〃o吻〃θ8，Tunis，1934，p．4）；Lureau　et　Olive　（Co吻刎θ〃α伽5庇　1α
P0”0ε1ケα勉ρα68θ6’A8””刎θ∫脇””〃θ∫∫〃7ハα0”杉5，Paris，1952，p．9
et　suiv一）；Ripert，G。（1）70〃〃加肋刎θ，4値ξd．，Paris，1953，T．III，p．332
et　suiv．）；Richard　（∬；∫まo加2　ゐ5肋∫肋〃6o伽　♂λ∫5〃α刎2θ物　ア〃刎θ，
Pads，1956，P，7et　suiv．）等がおり，後者には，Pardessus，J．M．（Co〃θc肋刎
幽∫Z0ゐ脇γ肋刎θ8σ”杉76伽〃∫脇Xγ∬1虐s伽1θ，Paris，1821，T．II，p．
　1工4
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373）；Alauzet，I．（Tγα雌α勿6刎1ゐ∫λ8∫〃7α伽2∫，Paris，1844，T．I．，pp．
93～95）；Pouget，L．（D北κo〃勿〃κ伽sλ∫∫〃7α刎θ∫T〃κ8か2∫，Paris，1855，
p．20et　suiv．）；Durand，J．一G．一E．（E肋ゐ∫〃1召1）γ助肋〃ま｛刎θ伽Dグo効
Ro刎α伽θま∫〃1θ5λ∫∫〃α刎θ∫〃加肋刎ε∫舳1）γo〃F70刎ρα兆，Bordeaux，
1873，p．99　et　suiv一）；Belhomme，A　（五’λ∫∫〃〃刎θ　∫秘π　0α・ヵ8θま　∫θ∫
0α〃6桔〃3刀ゐガ刎ガ帖，Bordeaux，1927，p．17）；Car1es，J．一F。（1）〃児κo〃灼
幽η〃8∂α伽1’λ∫∫〃α刎cθ∫〃C〃力sゐNωかθ∫，Paris，1937，p．2；Bess6，
A．（A∫〃α伽θル伽π肋刎θ∫〃C〃が一五ααα〃∫2“〃舳o　S〃グ”，Paris，
1957，p．2）等がいる。
　I－2　ところで一方，世界の海上保険史研究を見てみると，海上保険は14
世紀の前半にイタリアの諸商業都市において始まり，それが各国に伝播したと
あり，著者によっては次に，当時の三大海法，すなわちrオレロン海法」（R61es
d’016ron），「ウィズビー海法」（Waterrecht　Y0n　Wisby）および「コンソラ
ート・デル・マーレ」（COnsolatO　de1Mare）には海上保険に関する規定は何
もないとし，続いて，1435年のバルセロナの海事条令（Ordonnance　de　Bar－
ce10ne）を筆頭に，16世紀から17世紀初頭にかげてのフィレンツェ，ジェノヴ
ァ，ヴェニス，リスボソ，アソトワープ，アムステルダム，ミドルブルグ等に
おげる保険関係法規（r6glementations16gislatives　de1’assurances）が制定
年次順に列記されるのが普通である。
　I－3　したがって，フランスヘの海上保険の移植の時期については常に空
白で，同国の海上保険の生成とその後の発展の経緯については，これまであま
り明らかにされておらず，もちろん我が国においても，木村栄一博士のご研究
以外あまり知られていなかった。
　これは，一部には，初期の段階において，実際上，フランスは独自の海上保
険制度ないしは法規を持たず，イタリアやスベインのものを利用していたため
に，海上保険に関する史的モニュマンがGuidon　de　Ia　merまたは1681年の
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0rdomance　de1a孤arineまで見当らなかったことにもよるであろうが，ま
た一方，研究面においても，Va1in，Emξrigon，Pothier等の先駆的大海上保
険学者の著書が専らGuidon　de　la　merまたは1681年の0rdonnance　de1a
marineから始まっていること，またその後フラソスの海上保険研究は全体的
に衰退し，特に1807年のCode　de　Commerce制定以後は，しばらくの間一
般法律学老によるこの商法典の注釈に終始し，フランスにおける海上保険史研
究が一時頓挫していたことにもよるのではないかと思われる・
　I－4　しかし，19世紀末から20世紀中葉にかけて，主とLて歴史学者，就
中archivistesの間で，フラソス海上保険史に関する注目すべき研究がいくつ
か発表され，ω特に1968年に．，Louis－Auguste　Boiteuxの《La　fortune　de
mer－le　besoin　de　s6curit6et1es　d6buts　de1’assurance　maritime》が
公刊されて，ようやくフラ：■スにおける初期の海上保険契約の実際が明らかに
なりつつある。
lI　つ　づ　き
II－1　そこで，少くともこれまでのフラソス海上保険史研究において言及
注（1）例えぼ，Baratieret　Reynaud，朋’5彦o伽伽Co榊惚κ召6ε〃α㈹〃2，Paris，
　ユ951；Hubrecht，G一，ρ脇1％ω05∫〃砂ακo舳5〃12s　Co〃刎ま∫　〃〃肋刎25　δ
　Bo〃ω伽肋燗1”P〃刎づε7博〃b肋老伽Xη召∫づあ12（Annales　de　la　Facu1t6de
　Droit　de　I’Universit6de　Bordeaux，1951）；Masson，P．，〃07畑惚伽λ∫5〃一
　〇κα∫〃α〃〃〃〃∫，sρ6‘タα1㈱2励2κ1一〃閉cθ功δ〃α7∫6〃2（BulIetin　du　Comit6
　des　Trav乱ux　Historiques　et　Scienti丘ques，1923）；Mouat，M．，五召Co刎㈱κ8
　〃α〃ガ刎2＾b7刎α閉δδ1α〃〃∂刎ル竈oツ召〃λg2，Paris，1952；Pere1s，L．，工’λヵヵ〃ξ一
　肋〃2∫〃眺，C肋螂s8川8∫舳舳∫〃”励舳∫∂伽1召5肋ツ5伽1”Co舳o伽2
　4’λ畑go勉（Revue　Historique　de　Droit　FranCais　et亘tranger，1945）；Sayous，
　A－E一，ヱθ∫τ閉〃ψ〃∫∂2〃8σ吻∫一Z25λ∫5ocξ励o眺Co刎刎2κタα12∫2ま1α工漱〃
　幽C肋勉g彦δ〃〃5召〃召μ〃α〃ま12Xγ仰8｛あ12（Revue　Historique　de　Droit
　Frangais　et　Etranger，1935）；S6e，H．，ハ〃θ5〃1ωλ8醐〃刎鮒〃〃肋〃伽刎
　F畑肌2功P〃〃c刎κ劫舳θ閉まδ〃α〃ω”〃Xγη％8帖c12（Revue　Historique　de
　Droit　FranCais　et　Etranger1927）；Vincens，0〃8肋ε2｛Dあε1o妙2刎吻ま伽
　1’ノユ55〃7吻π6θ　〃θ7｛加〃竈2　δ〃α7s4〃召　功　δ　」Pα7｛∫，1909，etc．
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された最も古い1556年7月20日のルアンの勅令をもってフランス海上保険の鴇
矢とし，あるいは従ってフランスに海上保険が伝播したのは16世紀の中葉また
は末葉であるとする学説や記録を2，3紹介し，これらが誤りであることを，
本稿において実証したいと思う。（なお，上記ルアンの勅令の詳細については後
述する。）
　工［一2　まず，Andr6Belhommeは，既述の通り，その博士論文である
《L’assurance　sur　corps　et　ses　caractさres　distinctifs》（1927）において，
海上保険がフラソスに初めて登場Lたのは上記ルアンの勅令においてであると
述べ，｛2］また，19世紀の偉大な法律学者の一人であるIsidore　Alauzetは，
中世におげるフランス歴代王の王令や勅令を検討し，要約次のように述べてい
る。＝3〕
　　「フランスの諸王は，定期市の創設やそれに付帯した諸種の特権によって，
　国内に商業を奨励しようと努めた。シャンパーニュ（Champagne）やブリ
　ー（Brie）の定期市は最も古いもので，既に美貌王フィリップ（PhilipPe－
　1e－Be1）の1294年の勅令には，これらの市について引用がなされている。
　1349年8月6日，ヴァロア朝のフィリヅプ6世（Phi1ippe　de　Valois）は定
　期市が享受していた諸特権を復活させ，それらの特権は1419年のシャルル7
　世（CharlesVII）の勅令によってリヨン（LyOn）の定期市にも広げられ
　た。ルイ11世（LOuis　XI），シャルル8世，ルイ12世，フランソワ1世
　（FranCois　I・・），アンリ2世（Henri　II），フランソワ2世およびシャルル
　9世の下で，これら市の享有する特権を是認または拡大し，市の監督者を定
　め，その権限を定め，彼らに関するあらゆる規則を定めることを目的とした
　多数のオルドナンスが出され㍍このオルドナンスの最後のものは1573年8
注（2）0ψ．c狐，P．17一
（3）〃励696挽伽〃θ∫α∫S刎伽C2∫一んW伽Cω刎α洲舳∫，〃㈱肋5，舳肋脆S召ま
　∫〃1”砂加，T．I，1843，pp，91～93．
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　月30日の日付けを有する。しかし，そこで取り扱われている諸種の取引やこ
　れらの定期市の監督老なら知っていた筈の諸種のクレームを集めてみても，
　未だどこにも『保険』という言葉は出てこない。」
　そLて彼は，フランスにおいて初めて「保険」という言葉が現われているの
は，Belhommeの場合と同様に，1556年のルアソの勅令であると述べている。
　さらにまた，Alain　Bess今は，これらの研究をふまえながら・フランスに
海上保険が誕生したほぽ正確な時期は16世紀の末葉であると結論している。〔4，
　また，これらとは別に，フラソス地中海沿岸の都市マルセイユ（Marseille）
の公文書は，同市議会の議事録において，用船契約の間題，あるいは私掠船や海
賊による船舶や積荷の損害の問題についてはしばしば討議されているが，1584
年以前に同市に海上保険が存在していたことを示すものは何もないと述べてい
る。｛5］倒
　そこで，上記学説や記録が誤りであることを，バリの国立図書館（Bib1io－
thさque　Nationa1e）やフランス各地の古文書館（Archives）において実際に
収集した中世フランス海上保険契約に関する資料を通して実証的に究明し，そ
れでは実際に、，フランスではいつ頃から海上保険が行なわれていたのかを，主
要都市別に。探ってみたいと思う。
　なお，本稿において利用した資料の入手については，パリの国立図書館，マ
ルセイユ商工会議所（Chambre　de　Commerce　et　d’Industrie　de　Marsei11e）
のarchivisteであるM1onsieur　Courduri6，ブーシュ・デニ・ローヌ県立古
文書館（Archives　D6partementales　des　Bouches－du－Rh6ne）のMonsieur
SimiおよびMadame　Robin，ピレネー・オリアンタル県立古交書館（Archi▽es
注（4）　0ヵ一c〃一，p－1．
　（5）　Masson，o力．o〃一，PP－207～208一
　（6）　もちろん，この1584年というのは，具体的には，かのSt．I1ary号積み貨物の保
　　険証券が発行された年であることに間違いはない。この保険証券については後述参
　　照。
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D6partementales　des　Pyr6n6es－Orienta1es）のMonsieur　Lagarde，エロ
ー県立古文書館（Archives　D6partementa1es　de1’H6rau1t）のMonsieur
Foui1m6，シャラント・アンフェリウール県立古文書館（Archives　D6parte・
mentales　de1a　Charente－Inf6rieure）のMadame　D6zamyに，特にお世
話になった。ここに記して謝意を表したい。
皿　マルセイユの海上保険契約
　皿一1　フラソスにおいて，海上保険はいつ頃生成されたのか，あるいはい
つ頃どこから伝えられたのか。
　既に1300年代の前半に海上保険が知られていたイタリア諸都市，あるいは少
くとも1400年代の初頭までには海上保険が移入されていたヴァレンシア（Va－
1ence）やバルセロナ（Barcelone）＝7〕などのスベイン諸都市と絶えず関係を有
していたフランスの地中海沿岸都市が，既述の通り，海上保険の導入について
1500年代の中葉または末葉まで待っていたということは考えられない。当然，
1400年代の初頭まで絶えず成功裡に海上商業に従事していたマルセイユやモン
ペリェ（Montpe1lier）といったフランスの地中海沿岸都市では，上記スベイ
ン諸都市と同じ頃に，あるいはすでにそれ以前に海上保険は行なわれていた筈
である。あるいはそこで行なわれていた冒険貸借（prεt乞1a　grOsseもしく
はPrεt註1a　grosse　aventure）または海上貸借（Seedarlehen）から，仮装
無利息消費貸借および／または仮装売買（Vente　iCtiVe）という形態を経て，
原始的な形態ではあるげれども，今日見られるような，危険負担を唯一の目
的とし，前もって保険料が麦払われる真正な海上保険契約は生まれた筈であ
る。
　事実，すでに13世紀から，マルセイユにおいて冒険貸借が行なわれていたこ
注（7）ペルピニャソの海上保険契約の章を参照せよ。
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とは，マルセイユの公証人の記録からも明らかであるが，帽〕その中でも特に，
マルセイユのフーンユ・テユ・ローヌ県且古文書館（Arch1ves　Dξpartemen－
ta1es　des　Bouches－du－Rh6ne）所蔵の1328年11月または12月の契約書（日
付けは記されていない）（写真1）は，羊皮紙にしたためられた保険契約に非常に
類似Lた証書であって，以下の原文から明らかな通り，Marquesani兄弟
（JacominiとGuideti）が，マルセイユに住む貴族Jean　Atulphiの所有す
るガリー船La　Sainte　Aventure号について，200金フロリソの危険を負担
している冒険貸借証書である。舳
　《Amo　Domini　mi11esimo　tricentesimo　vicesimo　octavo，die（1e　jour
et　le　mois　ont6t6oub1i6s）duodecime　indictionis，noverint　universi
et　singuli　presentes　pariter　et　futuri　quod　cum　nobilis　vir　dominus
Johames　Atulphi　de　Massilia　miles　fecerit，constituer三t　et　ordinaverit
suum　nmcium，negociatorem，9estorem，Patronum　et　ductorem
cujusdam　ga1ee　sue　vocate　Sα〃θん舳肋〃ad　dominandum．patronan－
dum　regendum　et　gubernandum　ac　etiam　ducendum　dictam　gaIeam
注（8）Baratier　et　Reynaud，o力一c〃一，T－II，P－885；Sayous，o力一〇｛ま一，P－470；Va16ry，
　　J一，Co挽〃励∫〆λs∫刎畑刎2〃〃｛ガ刎36〃X〃虐8砧c12（ReTue　G6n6raIe　du　Droit，
　　de　la　L6gislation　et　de工a　Jurisprudence，1915et1916）；Blancard，L，Doc〃一
　　刎θ〃ね1如6荻ま58刎π1α　Co〃榊包θκ2∂3〃切γ∫2〃1θ，Marsei1le，1884；Boiteux，oρ．
　　c〃．，pp．60～61一
　（g）　Boiteux，o力．c払，pp．186～187。
　⑩　さらに，同じくマルセイユの県立古文書館に保存されているユ333年9月18日およ
　　び同年10月20日付けの二通の冒険貸借契約書については，Baratier　et　Reynaud，
　○力。〃一，p－885；Boiteux，o力一〃。，p．190；木村栄一『ロイズ保険証券生成史』（昭
　　和54年，海文堂）PP．160～161参照。
　　　また，1333年4月8日付けの用船契約書が同古文書館に保存されている。これに
　　よれば，マルセイユの二人の船主（同時に船乗りでもある）が，二梱包の羊毛をジ
　　ニノヴァに運送するために自分たちの船を用船に出Lた。この用船契約の条件は，
　　ジニノヴァの商人▽alentin　de　Carregaが100金フロリソを貸借金額とLて受取
　　り，ジェノヴァに到達後3日以内に，24金フロリソの用船料を添えてジェノヴァで
　　返済するが，ジェノヴァに到達しなければ返済を要しないというものであった。一
　　α．Baratier　et　Reynaud，o力．6杉．，p．885，n．1、
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（写真1）1328年のLa　Sainte　Aventure号に関する冒険貸借証書一ブーシュ・
　　　　　デュ・ローヌ県立古文書館所蔵（FOnds　de「abbaye　Saint－Sauveur
　　　　　de　MarseilIe，61Ii，1iasse31）
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vide1icet　Jacominu㎜Marquesani　de　Tagia　fratrem　et　ut　conjunctam
personam　Guideti　l〉［arquesani　ciYis　et　habitatoris　Nicie　sub　tali
pocto　et　conventione　quod　dictus　Tacominus　noviter　factus　patroms
dicte　ga1ee　promisit　et　convenit　dicto　domino　Johami　Atu1phi　militi
dictam　galeam　habere　tenere　pericu1o　suo　etiam　assegurare　et
丘dejubere　pro　ea　usque　ad　ducentos　iorenos　auri丘ni　de　F1orencia
recti　et　justi　ponderis　si1icet　de　Gibi1inis　Saone　et　aliarum　partium
riparie　Janue　et　de　pe1atis　Monachi　ad▽o1untatem　et　requisitionem
dicti　domini　Johannis　Atulphi　seu　a1terius　Iegitime　persone　pro
eodem　de　predicta　securitate　usque　ad　dictam　quantitatem　sibi　dare
ydoneam　cautionem　in　ciuitate　Tho1oni　ue1in　castro　Arearum　prout
predicta　omnia　universa　et　singu1a1atius　constant　quodam　publico
instrumento　scripto　mam　Bartholomei　de　Salinis　notarii　publici　de
Massilia　facto　sub　in　nomine　Domini　Amen　amo　incamacionis
ejusdem　M　CCC　XXVIII　indictione　duadecima　die　duodecimo　novem－
bhs　hora　tercie．　Ecce　nunc　quod　predicta　galea　apeuata　ut
predicitur　∫α〃去α　λ砂θ〃左〃γα　aplicata　et　existenti　nunc　in　portu　seu
p1agia　maris　castri　Arearum，Astmgus　de　Narbona　alias　dictus　de
Sancto　Yberio　judeus　habitator　dicti　castri　Arearum，certi丘catus　de
predictis　omnibus　universis　et　singulis　et　in　sua　presentia1ecto
rllitatlltdivulgatoromanalingatoto　tlnore　inlt㎜lnti　prldi1ti，
gratis　et　bona　uo1untate　motus　non　deceptus　nec　coactus　neque　in
aliquo　circum7entus，Prece　et　requisitione　predicti　Jacomini　Marque－
sani　presentis　petentis　et　requirentis　suo　nomine　proprio　et　nomine
ac　ut　conjuncte　persone　predicti　Guideti　Marquesani　fratris　sui　de
solvendis　restituendis　et　assignandis　in　castro　Arearum　predict0
domino　Johanni　Atulpho　mi1iti　seu　alii1egitime　persone　pro　eo
predictis　ducentis五〇renis　auri丘ni　de　Florentia　de　bono　pondere　pro
ecmenda　soiutione　satisfactione　interesse　precio　et　va1ore　dicte　ga1ee
cum　sua　sarcia　corredo　et　apparatu，si　hinc　ad　gestum　sancti
Johannis　Baptiste　prim0Yenturum　ipsam　galea㎜capi　a1ienari　trans－
ferri　et　dissipari　contingeret　quod　Deo　avertat　per　Gibi1inos　Saone
122
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et　aliarum　partium　riparie　Janue　seu　per　pe1atos　de　Monaco，se
obligavit　et　constituit　idejussorem　principa1em　so1utorem　et　debito－
rem　penes　Bertrandum　Me11i　de　Massi1ia　presentem　stipu1antem　et
recipientem　nomine　procuratoris　predicti　domini　Johamis　Atulphi
mi1itis，de　quo　procuratione　constat　quodam　publico　instrumento
scripto　manu　predicti　Bartho1omei　de　Sa1inis　notarii　publici　facto
sub　in　nomine　Domini　Amen　amo　incamationis　ejusdem　M　CCC
XXVIII　indictione　duodecima　die　duodecimo　Novembris，hora　Tercie，
sub　obligatione　omnium　bonorum　predicti　Astrugi　judei　presentium
et　futuronm　refectionis　et　restitutionis　dampnorum　expensarum
gravaminum　interesse　disturbiorum　litis　in　lite　et　extra　litem；
renuntians　dictus　Astmgus　judeus　expresse，beneicio　nove　consti－
tutionis　de丘dejussoribus　quod　dicit　quod　si　principalis　et　五dejussor
ambo　videlicet　sunt　ydonei　et　solvendo　debet　primo　conveniri　prin－
cipa1is　quam丘dejussor，et　exceptioni　do1i　et　conditioni　sive　causa
in　factumque　actioni　induciis　viginti　dierum　et　quatuor　mensium　et
omni　a11i　juri　rationi　de丘entioni　exceptioni　et　ex　pacto　expresso
petitioni　et　oblationi　libe1li　trans1atum　hujus　instrumenti　non　petendo
et　deinque　omni　alii　juri　per　quod　contra　predicta　vel　aliquis　ex　eis
modo　aliquo　facere　ue1venire　posset　seu　ea　infringere　et　etiam　in
a1iquO　reVOCare，
De　quibus　omnibus　universis　et　singu1is　supradictis，predictus　Bert－
randus　Melli　quo　supra　nomine　petiit　sibi丘eri　publicum　instru－
mentum　per　me　notarium　subscriptum．Actum　Areis　in　operatorio
Hugonis　Aygleveni　in　presentia　et　testimonio　Raymundi　Caste1li
notarii　publici，Petri　Grassi　juvenis　testiu皿et皿ei　Johannis　Textoris
notarii　pub1ici　auctoriate　regis　Jerusalem　et　Sicilie　constituti　qui
hanc　cartam　publicam　scripsi　et　signo　meo　solito　signavi．》
皿一2　また更に一歩進んで，売買の形式をとりながらも実質は保険である
という，いわゆる「仮装売買」（vente丘ctive）の保険に。関する1379年2月15
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日の契約書軸が，パリの国立図書館所蔵の当時の公証人の記録の中に見出され
る。
　　この1379年2月15日の契約書の原文および写真（2－1および2－2）を次に示
そう。
　　《Anno　quo　supra　die　XV　mensis　februarii　in　vesperis，Notum　sit
etc．quod　syer（？）Fredericus　G量raudi　mercator　de　Albenguena　pro
ut　asserit　habeat　penes　se　quingenta　qu量nca1ia　caseorum　Sardinen－
sium　in　presente　civitate　Massi一量a，pro　quibus　tractata丘mt　baraca
siマe　excambium　inter　eum　et　honestum　virum　Julianum　de　Casalibus
mercatorem　dicte　c量vitatis　pro　sex　peciis　pamorum　diversorum　de
Me1inis　et　sex　peciis　pannorum　diversorum　co1orum　de　Vemisio　ac
Yiginti　peciis　pannorum　diversorum　co1orum　Lingue　Ocitane　quas
similiter　idem　Ju1ianus　habet　in　civitate　presenti．
Ecce　quod　nunc　dicti　Fredericus　et　Julianus　volentes　dictum　excam－
bium　ducere　ad　e任ectum　bona行de　etc．per　se　et　suos　cambium
baracam　atque　permutacionem　irmam　et　irrevocabilem　inter　eos
fecere　et　concordiam　inhibere　per　modum　subscriptum　pro　preciis
infrascriptis　ut　qu　quod　dictus　Fredericus　dedit　tradidit　et　concessit
per　se　et　suos　virtute　presenti　excambii　seu　barace　eidem　Ju1ian0
dicta　quingenta　quincalia　caseorum　precio　unius　mille　norenorum
auri　de　camera，　Quequedam　quingenta　quinca1ia　caseorum　ipse
Julianus　pro　se　et　suos　confessus　fuit　habuisse　a　dicto　Frederico　et
integre　recepisse．　Et　e　converso　dictus　Julianus　per　se　et　suOs
dedit　et　concessit　eidem　Frederico　presenti　stipulanti　et　recipienti
pro　se　et　suos　dictos　pannos　superius　declaratos，　ut　dictas　sex
pecias　pannorum　de　Melunis　precio　sexaginta　norinorum　auri　de
camera　pro　qualibet　pecia．Item　dictas　sex　pecias　pamorum　de
Vernisio　precio　quadraginta且orinorum　auri　de　camera　pro　qua1ibet
注ω　Bibliothさque　Nationale，Mamscript，N．Acq．Latines1342・P26が～28．
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（写真2－1）1379年2月15日の仮装売買の保険契約書一パリ国立図書館所蔵
　　　　（B．N－Mass－N．Acq．Latines，1342－f．26がet27）
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Mass．N．Acq．Latines，1342－fo27v百　et28）同左（
?．?）
帖??（
62ユ
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pecia．Item　et　dictas　viginta　pecias　pamo　rum　Lingue　Ocitane
precio　viginti畳orenorum　auri　de　camera　pro　singu1i　pecia，quoquodem
precio　ipsorum　pannorum　summa㎜proiciunt　mil1e　norinomm　auri
de　camera，quas　pecias　pamorum　omnes　et　singulas　dictus　Fredericus
per　se　et　suos　confessus　fuit　habuisse　et　integre　recepisse　a　dicto
Iuliano　peciis　supradictis．
Renmc呈antes，etc．Promettentes，etc．（formules）
Actum　Mlassiliae　in　butigia　dicti　Juliani　sita　in　carraria　speciarie．
Johannes　de　Cugis
Anthonius　Barberii
］M1onetus　Cauderie　　　　　　　　　　de　Massi1ia
et　Sy任redus　Odoli
Subscripsi　ego　Laurentius　Aycardi　notarius．
Eodem　die＿notum　sit　etc．quod　honestus　vir　Iu1ianus　de　Casalibus
mercator　de　Mass111a　bona五de　etc　per　se　et　suos　confessus　fult　et
publice　recognovit　dicto　Frederico　Guiraudi　mercatori　de　Albenguena
presenti　stipulanti　et　recepienti　pro　se　et　suis　ab　ipso　Frederic0
habuisse　et　veraciter　ac　integre　accepisse　mil1e　et　centum　triginta
五1os　caseorum　Sardinensium　assendentium　summam　seu　valorem
mille　norinorum　auri　de　camera　causa　assicuracionis　facte　per　ipsum
Julianum　eidem　Frederico　de　caseis　supradictis．Renuntiantes　etc．
Quosquidem　mi1le　centum　triginta　quinque丘1os　caseorum　Sardinen－
sium　promissit　solvere　et　convenir　dictus　Ju1ianus　per　se　et　suos
eidem　Frederico　presenti　stipulanti　et　recepienti　mandare　per　mare
apud　Sahonam　hinc　ad　festum　Pascarum　proximum　futurum　sum－
ptibus　propriis　ipsius　Frederici　et　ad　fortmam　dicti　maris　et
periculum　malorum　ventium　et　resigum　ipsius　Juliani．　Iprosque
caseos　sumptibus　periculo　fortuna　et　resigno　supradictis　dare　tradere
et　consignare　et　dari　et　tradi　seu　consignari　facere　eidem　Frederico
in　dicto1oco　de　Sahona　ve1alteri　recipienti1egitime　pro　eodem．．．》
すなわち，この契約書によれば，マルセイユの商人Julien　de　Casaulx
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（Juliamm　de　Casalibus）は，1，000フロリンでアルベンガ（Albenga）の
Fr6d6ric　Giraudi胸からサルジニァ（Sardaigne）のチーズを受取ったことを
言明し，このチーズを自らの危険とFrξd6ricの費用負担でパーク（P含ques）
からサヴォーナ（SavOne）まで運送することを約束している。そして，損害
が発生した場合には，Ju1ienはFr6d6ricに1，000フロリソを支払い，逆に
損害がなげれぼ，この契約をなかったものとするのである。つまり，Julien
de　Casaulxは，積荷であるチーズの買い取りを仮装し，航海中損害が発生す
れぼ，売買契約に従ってFr6d6ric　Giraudiに1，000フロリ1■を支払い，積荷
が無事到達すれぱ，売買契約そのものを無効とすることによって，保険と同じ
ような危険負担をしたのである。
　さらに，1379年の日付けをもった多数の無利息消費貸借（mutuum　gratis
et　amore）を仮装した保険契約書がマルセイユの県立古文書館に保存されて
いる。これは常に，またはほとんど常に，次に示すような定型化された様式を
もって行なわれていた。㈱
　《Stephanus．．．．．一dominus　et　patronus＿＿recognovit　Petro．。．．．．habu－
isse　causa　veri　mutui　gratie　et　amoris．．…．iorinos，implicatos　et
conversos　per　eum　in　armamento　et　necessariis　usibus　dicte　ga1ee，
videlicet　ad　fortmam　Dei，usus　maris　et　aquarum　dulcium，periculum
ignis　et　malarum　gentium，ac　resignum　ipsius　Petri，et　ad　parte㎜
lucri　vel　perdimenti．》
ところで，木村博土は，マルセイユが仮装売買形式の保険をジェノヴァ
（Gεnes）から知ったと判断しておられるが，幽上記の仮装無利息消費貸借契
注⑫　Baratier　et　Reynaud，oかc払，P－885，n・2は《Fr6d6ric　Imperia1i》として
　　いる。
　⑪専　SayOus，0力・6〃・，pp・43～44・
　（1劣　木村栄一「フラソスにおける海上保＝険および海上保険証券の生成」『犬林良一博
　　士退官記念保険学論集』p・44・
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約の形式が，Enrico　Bensaの《Il　contratto　di　assicurazione　neI　medio
ev0》（中世における保険契約）に掲げられている1340年のジェノヴァのものと
似ているところから，マルセイユは，仮装売買形式の保険ぼかりではなく，無
利息消費貸借を仮装Lた保険契約についても，ジェノヴァから知ったと推論で
きようか。
　皿一3　14世紀末から15世紀初頭にかけて，マルセイユは，緊張する国際関
係の中で幾多の戦争の巻き添えを食い，特に，アンジュ公Louis2世による
ナポリ王国への派兵（王位継承戦争への参加）によって疲弊した。1407年には，
護送船団が荒天によって破壌され，その多くの船舶を所有していたマルセイユ
人が大損害を蒙るという事件が起きた。
　このように，マルセイユの15世紀初頭は非常に不幸であったが，1423年のア
ラゴソ人の襲撃はこの不幸に追い打ちをかけた。この襲撃を受げたマルセイユ
の街は決定的に廃虚と化したのである。その結果，それまでマルセイユの貿易
敢引を支配していた商人たちが滅び，新たに同地に移住したラングドック人，
カタロニア人およびとりわけジェノヴァ人やフィレンツェ人など多数の活発な
外国人たちが，同地の商業に重要な地位を占めた。
　現存している非常にたくさんの公証人の古記録から，マルセイユの商人たち
は，1425年以前には全くと言っていい程に真正保険（保険料保険）を無視して
いたことが分るが，この外国人，とりわげ当時すでに海上保検の制度が弘布し
ていたイタリアのジニノヴァから移住した商人たちが，マルセイユにおける保
険の生成に大きな足跡を残Lたと思われる。すなわち，マルセイユで現在知ら
れる最古の真正海上保険契約は，1426年のもの（複数）であるが，その保険契
約におげる保険者はRaphaε1Castagne，Bar士h61e㎜y　de　Marinis，Martin
Domestさgue，Raphaさ1Corezzaといったジェノヴァの商人であったこと，㈲
その後の初期のマルセイユの海上保険契約を見ても，独占的にではたいにして
注⑮　Baratier　et　Reynaud，oカ・漱，P・886，n・1・
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も，Lombardino　di　Passano，Julien　de　Cazaux，Ciovanni　di　Remezzano，
di　Marinis家，Corezza家，Doria家，▽ento家のPierreやAdam，
Nicolas　Spinu1la，Balthazaエde　Pau1，Pemcci，Caponi，del　Bene，Ceratorii
等，ジェノヴァ人保険者が圧倒的に多いこと，㈱初期の保険契約がフィレンツ
ェ（Florence）やピサ（Pise）において見られるようなイタリァ語のものでは
なく，ジェノヴァで行なわれていたようなラテン語のものであること，帥契約
内容や約款が他の地のものと比べて極めて少ないこと，㈱さらには，マルセイ
ユにおける海上保険契約書はジェノヴァにおけると同様に，四公証人によって
作成されていること，などから，マルセイユには，海上保険は15世紀の初頭に
ジュノヴァ人から伝えられたと推論できる。
　この近隣国ジェノヴァの影響は，バルセロナにおいてフィレンツェの影響が
強かったのと異なり，マルセイユにおいて，その後も長い問続いている。側
　皿一4　また，マルセイユの県皿古文書館には，次に示す1427年2月17日の
保険契約書が保存されている（写真3－1および3－2）。
　《Amo　incamatinis　Domini　mi11esimo　CCCC　XX　sexto，die　XVII
mensis　febroarii，hora　circa　vesperis－Notum　sit　etc．一．quod　cum
mper　honorabi1es　viri　Raphael　Castanee，Ju1iams　de　Remezano　et
Raphae1Carrega　januenses　et　Johannes　Forbini，Gabriel　yassalhi　et
Raymundus　BIancardi　de　ciYitate　Massilie　assecuravissent　presentem
ciuitatem　usque　summam　duorum醐i1ium　iorenorum　de　rege　cur－
rentium　ponendorum　et　convertendorum　per　dictam　ciuitatem　in
preciis　bladoru工n　recipiendorum　et　onerandorum　in　carcatoriis　loco一
注⑲　Boiteux，o力一泓，P－92。
　⑰　Florence　Elder　de　Roover，万〃妙倣α刎μθ∫o∫〃〃伽2初舳〃”cε（the　JOurnal
　　of　Economic　History，▽oI．▽，No．2．1945）；木村栄一・前掲論文P．46；同・rロ
　　イズ海上保険証券の系譜」『一橋大学研究年報・商学研究』第18号，PP－133～134．
　㈱　Baratier　et　Reynaud，o力、6タま一，p．885，n．3。
　⑲　De　Roover，oヵ一6払，p．187．
　鉤　　BOiteux，oク・6〃。，p．92．
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（写真3－1）1427年2月17日の保険契約書一ブーシュ・デニ・ローヌ県立古文書
　　　館所蔵（Fonds　LageLMaria，registre187，㌘201）
I31
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（写真3－2） 同左（Fands　Laget－Maria，registre187，P201がet202）
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ruエn　de　Forojulio　et　de　Grimal　in　certis　barchiis　mitendis　per　dicta㎜
ciuitatem　ad　carcatoria　predicta　videlicet　dictus　Raphae1Castanee
pro　quadringentis　Horenis　et　dictus　Julianus　de　Remezano　pro
quadringentis　norenis　et　dictus　Raphael　Carregua　pro　quadringentis
n．et　dictus　Johannes　Forbini　pro　quadringentis且．et　dictus　Gabrie1
Vassa1hi　pro　ducen士is週orenis　et　d三ctus　Raymundus　B1ancardi　pro
aliis　ducentis　Horenis　Cum　pacto　quod　omnes　assecuratores　predicti
nOn　possent　currere　riscum　in　una　dictarum　barchiaru㎜nisi　so1um
et　dumtaxat　prO　sexcentis且orenis　prOut　constare　asseritur（in）nOta
quadam　scripta　per　magistrum　Raymundum　Bidaudi　notarium　mas－
silie　publicum　sub　amo　presenti　et　die　in　ea　ccntento
cumque　mnc　de　uoluntate　partium　navis　Bertrandi　Forbini　debeat
accedere　sive　navigare　ad　carcatoria　supradicta　de　Forojulio　et　de
Grimaldo　pro　dictis　bladis　onerandis　et　portandis　ad　hanc　ciuitatem
e㏄e　quod　dominus　Bartho1omeus　de　Marimis　januensis　mercator
inteπeniens　ut　asserit　in　hac　causa∀ice　et　nomine　prefati　domini
Raphae1is　Castanee　pro　quo　promisit　de　rato　et　dictus　Ju1ianus　de
Remezano　nomine　suo　proprio　et　dictus　Raphae1Carrega　etiam
nomine　suo　proprio　et　dictus　Johannes　Forbini　etiam　nomine　suo
proprio　et　dictus　Raymundus　Blancardi　nomine　suo　proprio　omnes
simu1unanimiter　et　concorditer　et　quilibet　pro　rata　promisermt　et
convenerunt　ac　pactum　et　conventionem　fecerunt　cum　nobi1ibus
uiris　Johame　de　Jemsalem　et　Petro　Folcardi　sindicis　et　sindicariis
mminibus　dibte　ciuitatis　Massilie　presentibus，stipulantibus　et　reci－
pientibus　vice　et　nomine　miversitatis　dicte　ciuitatis　et　pro　ea
VideliCet　Currere　reSiguum　SiVe　riSCum　OmneS　dOmini　aSSeCuratOreS
predicti　de　tota　quantitate　dictorum　duorum　mi1ium五〇renorum　quod
esse　debebat　in　dictis　barchiis　vide1icet　in　et　super　navi　predicta
sub　ob1igationibus　jurium，　renunciacionibus　ac　aliis　c1ausulis　et
cauthe1is　in　nota　predicta　expressatis　ad　quam　dicte　partes　se
refferunt．jurantes　etc．
de　quibus　utraque　pars　etc－
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Actum　Massilia　in　aula　domus　dicte　ciuitatis
Testes　nobi1es．　Petms　Vinaudi［ou　Vivaudi］，Jacobus　Gassini，
Guil1e1mus　de　Favacio，Antonius　de　Cepeta　de　Mass三1ia》
　これはマルセイユ市のために，フレージュ（Fr6jus）またはグリモー（Gri－
maud）から数隻のバーク船でマルセイユまで運送される小麦の積荷に関する
2，000フロリソの保険契約凶に関するものであるが，この契約においても，
Raphaさ1Castanee，幽Ju1ianus　de　Remezano，鰯Raphaさ1Carrega幽といっ
たジェノヴァ出身の商人が登場している。
　ところで，この保険契約書は，フランス海上保険史研究において非常に重要
な意味をもつ。なぜならば，フラソス海上保険史に関するフランスおよびわが
国のこれまでの研究では・フラソス人が保険者として登場してくるのは16世紀
に近くなってからであると考えられていた。㈲　ところが，次の写真3－3（写真
3－1，f．201の最初の部分の拡大写真）の7行目から9行目にはっきりと見ら
れる通り，このマルセイユで現在知られる最も初期の海上保険契約において，
注帥　この2，000フロリンは，マルセイユ市民の食用に供するための小麦を購入するた
　　めに，1426年の保険契約における保険者の一人であるRapha芭1Castagneがマル
　　セイユ市に前貸ししたものである。
　　　このRapha創Casta馴e（Catagneとも言う）は，マルセイユにおいて一旗上
　　げようとジニノヴァからやって来た人物であるが，マルセイユの市民権を得ようと
　　はLなかった。彼は後に，海上商業における多数の争いを仲裁している。
　㈲　Baratier　et　Reynaud，oカ・c払，P．886，n．1はRaphaεI　Castaneeと書いてお
　　り，本文中に掲げた写真（5行目）からも，同じくCastaneeと読み取れるが，本
　　契約に対する係りから判断して，RaphaεI　CastaneeはRaphaさ一Castagneと同
　　一人であると考える。
　⑳彼は，ジニノヴァからマルセイユに移住して帰化したRemesan家の一員て，フラ
　　ソス名Julien　de　Remesan　と同一人であると思う。なぜならぼ，Juhen　de
　　Remesan　も，この1427年2月17日の小麦の購入に関与しているからである。一
　CジBaratier　et　Reynaud，o力．む〃．，p．713．
鋤　Boiteux，oψ一c払，p－191，L5はCarrezaと書いているが，原文（写真3）で
　　はCarregaと読み取れる。またBOiteux，o力．o｛チー，p．92には，Raphae1Corezza
　　という名前が見られるが，これもRaphaε1Carregaと同一人てはないかと思う。
⑳　Masson，oカ・c全ま・，P・211；木村栄一・前掲書P．169；同・前掲論文μ55．
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（写真3－3）1427年2月17日の保険契約（部分）
上記三人のジェノヴァ出身の商人と並んで，Jean　Forbin，㈱GabIie1Vassa1h
およびRaymond　B1ancardという名前のフランス人が保険者として登場して
いるからである。
　ついでながら，上記三人のフランス人保険者の他にも，Jacques　Forbin，
Barth61emy　Cape1le，Jean　de　Monto1ieu，Jacques　Adam，Mame1Ga1－
1erand，Bemard　Coste等，すべて大商人であるマルセイユ人の保険者グルー
プがかなり急速に形成され，またMarco　di　Marco，Ricci家，A1tovis家，
Pau1家，de1Bene家，Perucci家などフィレンツェからの移住商人も加わ
注鯛BaratieretReynaud，o力。〃・，P．886，n・1・なお，このJeanForbinは，兄
　　Bertrand　Forbinと共に，マルセイユ最大の名家Forbin家を築いた人物で，1425
　　年，1431年および1μ3年の3回にわたって，マルセイユ総督を務めた。父親’の
　　GuiIlaume　ForbinはAixでなめし皮商を営んでいた商人である。
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って，マルセイユの海上保険市場は，15世紀を通して長足の進歩を遂げた。餉
　皿一5　1426年と1427年との二年間における海上保険契約に関する記録はか
なりたくさん現存しているが，閥その契約の形式および内容までもわれわれカミ
知ることのできるものはそれほど多くはない。その少ない資料の中で最も古い
ものの一っは，やはりマルセイユの県立古文書館に保存されている1427年11月
26日の保険証券である。Lかも，これは当時の典型的な海上保険契約様式をわ
れわれに示してくれる貴重なものであるから，㈲以下にこの写真（4）と原文
を紹介しよう。偉o
　《Anno　incamationis　Domini　M℃CCCXXVII，die　mercuri　XXVI
mensis　novembris．．．．．．notum　sit　etc．．．．．．quod，cum　nobiles　Jac．
Guassini　et　Petrus　de　Scalis，consocii　oneraverint　in　et　super　harchia
Hugonis　de　Naepo1i　de　Berra，50barri1las　plenas　piscibus　dictis
工nalstanh，valentes　200　且．，Pro　portando　eas　de　portu　presenti　ad
civitateコm　Avennionis，ecce　quod　nunc　honorabilis　vir　Raphae1
Gastanhie　mercator，civis　civitatis　Massilie（d’origine　gξnoise），pro
se　et　suis，assecuravit100n．in　et　super　dictis　50　barri1is　vehendis
per　mare　cum　dicta　barchia＿…resiguo　et　fortuna　ipsius　assecuratorri
VideliCet　igniS，肌ariS，CurSariOrum，et　malarum　gentium，aSSeCura－
mento　et　pro　eodem　habuit丘．4de　rege，quod　habuit　numeratione
continua　hoc　de　pacto　quod　casu　quo　sinistrum　deveniat　de　mercantiis
jamdictis，quod　absit，eo　casu　juxta　modum　assecuramentorum　dictos
lOO　H．so1vere　teneat．．、．．．》
注㈲　　Boiteux，o久o派，P・92・
　鱒　船積み中にバーク船が沈没Lたならぱ，実際に船積されていた小麦の部分につい
　　てのみ担保するということを規定していた1426年10月14日の保険証券や，海上ぼか
　　りではなく，河川（ローヌ河）航行中の損害をも担保した1427年10月6日の保険証
　　券など，多数存在する。一Boiteux，ψ・oξま・・P・93・〃びBaratier　et　Reynaud，
　0力．c〃・，p・886，n・2・
　鶴　Baratier　et　Reynaud，o力．c全ま一，p．885，n－3．
　餉　この保険証券については，木村栄一・前掲書P・162でも解説しておられるので，
　　邦訳についても，同博士のものに依らせていただいた。
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di1lon128，avant　dernier　acte）
???　1427年1ユ月26
館所蔵（Fonds
写真4
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　rキリスト降誕1427年11月26目水曜日において……次のことを表明する。
貴族Jacques　GuassiniおよびPierre　de　Sca1isは共同して，ここの港か
らアヴィニョソ市に行くべくHugo　de　Neapo1i　de　Berreの船に積まれた
200フロリンの価値を有するmalstanhという魚の50榑に関し，マルセイユ
市の市民，商人のRaphae1Gastanhieに対し，彼および彼の親族のために，
上記船で海上運送される50榑について，100フロリンを保険した。
　　・・本保険の危険は，火災の，海の，および船員の非行の危険であり，こ
れに対して現金で4フロリンを受取った・…・・。上記商人について事故が発生
Lたときは，行方不明の場合においても，保険の内容に従って上記100フロ
リンを支払うことを約東する。・・…・」
　皿一6　既述のもの以外で，現在知られる1400年代のマルセイユの貨物海上
保険契約に関する記録は，Pau1Massonが1921年にパリの学会で，また翌1922
年にマルセイユの学会で発表した《L’0rigine　des　Assurances　Maritimes，
sp6cialement　en　France　et註Marseille》において公けにしたものが二つあ
る。その一つは，Sainte－Marie号積みのワイソの積荷に関する海上保険契約
の存在を証明する1438年3月29日の契約書であり，他の一っは・Salvage　Sa1－
Vagiiなるジェノヴァの貴族に対して，マルセイユからジェノヴァに運送され
る麦の積荷を付保する代理権を与えている同じく1438年12月18日の記録であ
る。
　この二っの記録の内容については，既に木村栄一博士が，前掲のrロイズ保
険証券生成史』（PP．163～169）において，上言己Massonに依つて詳細に検討
しておられるので，ここでは，木村博士の同書に依って，この二つの記録を紹
介するにとどめよう（同訳についても，同書に依らせていただいた）。
〔1438年3月29日付けの契約書〕
　《地肋α肋加6θ妙〃伽まタ∫卯o1αcoろo吻〃〃o〔29mars1438〕．一Amo
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incamacionis　domini　mil1esimo　IIIPXXXVIIP，die　XXIX　mensis
marcii，horaマesperomm．Notum　sit　cunctis　presentibus　et　futuris，
quod　cum，his　annis　non1onge　de舐uxis，honorabilis　vir　Odo　Rau
mercator　civitatis　Januensis，more　mercantili，sibi　assecurari　fecerit，
nomine　honorabi1is　viri　Jaco　Venturo　mercatoris｛orentini　habitatoris
civitatis　Avinionis，certam　quantitatem　vini　onustam　in　quadam
nave　patron1sata　per　AlYarum　Ferandes　de　L1sbona　regn1Portugal11，
sub　nomine　Sancte　Marie　appellata，quam　vini　quantitatem　predictus
Jaco　Venturo　asseruit　fore　suam，prout　de　hujusmodi　assecuramento
dicitur　constare　quodam　pub1ico　documento　manu　cujusdam　pub1ici
notarii　civitatis　predicte　Janue　confecte　sub　anno　et　die　in　eo
contentis，cumque　rey平eritas　sic　se　habeat　quod　ipsa　quantitas　vini
sit　nobi1is　et　honorabilis（sic）viromm　Marioto　de　Ner1lis且orentini
et　Bertrandi　Furbini　mercatorum　civium　civitatis　Massi1ie　et　utrique
ipsomm　pertineat　et　spectet　pro　certa　summa，vide1icet　dicto　Marioto
pro　summa　tricentorum　iorenomm　et　jandicto　Bertrando　Furbini
pro　summa　quingentorum五〇renomm，et　per　eos　in　dicta　nave　seu
eorum　precepto　onusta　fuerit，constante　quadam　nota，Prout　asseritur，
sumpta　per　honorabi1em　et　providum　virum　magistrum　Raymundum
Bidaudi，notarium　dicte　civitatis　Massilie　pub1icum，sub　amo　et　die
in　ea　contentis；denuo　cum　casu　fortuitu（sic）dicta　navis　onusta
dict0Yino　et　aliis　diversis　mercanciis，discessa　a　portu　dicte　Massilie
civitatis　faciendo　recta　via　viagium　suum　verssus　partes　Flandriomm，
in　portu　de　Seta　per　armatam　et　gentes　regis　de　Portugalli　（sic）
capta　extiterit，PropPter　quo　I　dictus　Jaco　Venturo　recuperare　nititur
assecuramentum　predictum，creditque　i11ud　habere　et　recuperare
dum　tamen　promissionem　et　obligationem　faciat　dicto　Odo　Rau　in
hmc　qui　sequitur　modum：videlicet　quod　casu　quo　post　dictum
assecuramentum　predictus　Taco　Venturo　aliquid　in　prejudicium　dicti
assecurament1fecer1t　seu　a11as　e1dem　derogaverit，teneatur　tunc　ad
interesse，et　si　reperiatur　ipsum　Jaco，Post　dticam　captionem　de
砒cta　nave　factam，a1iquid　de　dicto　vino　recuperasse，tunc　solvere
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et　restituere　teneatur　in　duplum　dicto　Odo　Rau　quantitatem　per
eundem　Jaco　habitam　et　recuperatam：et　in　hoc　se　submittat　non
vel1itque　in　illis　iddem　Jaco　Venturo　se　ob1igare　nisi　prius　sit　cantus
et　securus　a　predictis　mercatoribus　Massi1ie　quibus　dictam　summam
（sic）peれinet　et　spectat：一ecce　quod　nunc　predicti　Mariot　de　Nerlis
et　Be廿randus　Furbini，certiicati　ad　plenum　de　omnibus　superius
enarratis，cupientes　dictum　Jaco　Venturo　reddere　cautum　pariter　et
securum，bona　fde　etc．，Per　se　et　suos，quisque　pro　rata　sua　et
prout　ad　unumquemque　ipsorum　tangit　seu　tangere　poterit　quom0－
do1ibet　in　futurum，promisermt　et　soliditer　convenerunt　michi
notario　infrascripto　tanquam　pub1ice　et　auctentice　persone　persenti
stipulanti　so1iditer　et　recipienti　vice，1oco　et　nomine　dicti　Jaco
Venturo　absentis　tanqu　am・presentis　et　suorum，de　emdem　Jaco
Venturo，licet　absentem　tanquam　presentem，et　bona　sua　et　suorum
presentia　et　futura　servare　et　custodire　indempnem　et　indempnia
de　predictis　promissionibus，ob1igationibus　expensis，dannis（sic），
disturbiis　et　interesse　per　eum　vel　suos　quoquomodo　sustinendis
exigendo　et　recuperando　assecuramentum　de　dicto　vino　sibi　factum
prout　supra　declaratur．
　　In　pace　ete。，sub　esmenda　etc．，de　quibus　etc．，obligatis　etc．，
submittentes　se　rea1iter　et　personaliter　etc．，　renunciantes　etc．，
jurantes　etc．De　quibus　ete．一Actum　Massilie　in　quadam　camera
domus　Johannis　de　Paulo　sita　supra　RipPam．　Testes，Johannes
Tedaudi　mercator且orentinus，providi　viri　Petrus　B1anqui，Pauletus
Vassalii　mercatores，Et　ego　Palamides　Vinaterius　notarius　etc．》
　　　rキリスト降誕1438年3月29目夕刻。
　　現在および将来のすべての人に，次のことを表明する。数年前，ジェーノ
ヴァの商人，尊敬すべき人物0do　Rauは，商慣習に従ってアヴィニョンに
住むフィレンツェの商人，尊敬すべき人物Jacques　Ventureの名前で，ポ
ルトガル王国のリスボンのAl▽ar　Ferandさsが船長であるSte－Marieと称
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する船に積込まれたある量のぶどう酒について，保険を与えた。ジェーノヴ
ァ市の一公証人によって，その書面に記載されている年（月）日に作成され
た公文書が証明するように，Jacques　Ventureが付保したぶどう酒は，彼
のものであった。しかし実際は，このぶどう酒は貴族で尊敬すべき人物のフ
ィレンツェ人Mariot　de　Nerlesおよびマルセーユ市の商人Bertrand
Forbinに属し，かつ，正確にいうと各人にそれぞれ一定量，すなわち，上
記Mariotに300フロリソ，上記Beれrand　Forbinに500フロリン属し，
それぞれ自已の計算で上記船舶に積込まれた。また，上記マルセーユ市の公
証人，尊敬すべき，かつ，誠実な人物Raymond　Bidaudによって，その書
面に記載された年（月）目に作成された文書が証明するように，上記ぶどう
酒およびその他の各種貨物を積載した上記船舶が，上記マルセーユ市の港を
発航し，フランドルに向け直航したが，偶然な事故によりSeta港でポルト
ガルの艦隊および人民により捕獲された。この理由に基づいて，上記Jacques
Ventureは締結した保険で回復しようとするが，それには次のような約東
により，上記Odo　Rauに義務を負わなければならない。すなわち，上記保
険の後Jacques　Ventureが上記保険によって損害に対して何らかの物を取
得したときは利害関係人として責任を負い，上記船舶が上記の捕獲に遭遇し
た後，そのJacquesが上言己ぶどう酒の一部を回復したことが明らかになっ
たときは，Odo　Rauに対Lて，Jacquesが受取り，回復した金額の2倍を
支払い，返還しなげればならない。このためにそのJacques　Ventureは，
これについて約束はするが，その前に彼がまずマルセーユの上記商人達から
上記の返還すべき金額について保障され，不安がないのでなけれぼならな
い。ここにおいて，上記Mariot　de　Ner1esとBertrand　de　Forbinは上
記のことをすべて知った上で，Jacques　yentureに対し，その善意，……，
彼および彼の家族，各人のために彼が受取ったもの，またはいかなる方法で
あれ，将来彼が受敢ることのあるべきものについて，保障し，不安を取除
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く。彼らは，公証人として下に署名した私の前で連帯して約束し，ここにい
ない上記Jacques　Ventureおよび彼の家族に代り，および彼の名前で，こ
こiこはいないそのJacques　Ventureのために，連帯して約束し相互に承諾
する。彼らの現在および将来の財産，並びに彼らの親族の現在および将来の
財産は上記の約束の保証および担保並びに損害賠償に利用され，かつ保存さ
れ，彼が上記ぶどう酒の保険からいかなる方法で回収しようと，これらは彼
および彼の親族のために提供される。上記の如く宣言する。
　マルセーユの，岸辺にある，Jean　de　Pau1の家の都屋で作成された。証
人，フィレソツェの商人Jean　T6baudi，賢い人，商人のPierre　Blanqui
およびPau1Vassal，並びに公証人の私Pa1amさde▽inatierなど」
〔1438年12月18日の記録〕
　《〔18d6cembre1438〕．一Eodem　die，notum　sit　etc．quod　nobilis▽ir
Johannes　Forbini　habitator　de　Massilie　（sic），rati蘭cando　et　conir－
mando　nau1isationem　et1oquerium　factos（sic）Pro　eo　et　suo　nomine
per　nobi1em　virum　domimm　Salvagiu㎜Sa1vagii　de　Janua　de　quadam
nave　discreti　viri　Cosme　Gaufridi　de　Nicia　ad1evandum　MCCC
viginti　eminas　bladorum　dicti　Johannis　ad　mensuram　Janue，in　portu
Massilie　portandorum　ad　Jamam　et　omnia　nau1isamenta　quarumcu－
mque　a1iarum　navium　ad　onerandum　bIada　dicti　Johamis　in　Massi1ia
per　dictum　nobi1em　Sa1vagium　pro　dicto　Johame　facta　ex　commis－
sione　et　mandato　factis　propterea　per　dictum　Johamem　prefat0
domino　Salvagio，et　omnia　gesta　per　dictum　dominum　Sa1vagium
circa　nau1isamenta　jandicta，et　etiam　rati伍cando　et　apporobando
assecurationes　quascumque　factas　per　dictum　dominum　Salvagium
dictorum　omnium　bladorum　onerandorum　ipsius　Johannis　tam　super
dicta　nave　quam　a1iis　quibuscumque　navibus　seu　navigiis1ocantis
（sic）seu　naulisatis　per　emdem　domimm　Sa1vagium　dicto　nomine，
bona五de　etc．，omni　eo（sic）modo　etc．，fecit　et　constituit　suum
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ce竹um　et　indubitatum　procuratorem，actorem　et　factorem　specialem
et　generalem，vide1icet　dictum　dominum　Salvagium　Sa1vagii，absen－
tem　tanquam　presentem，specialiter　et　expresse　ad1ocandum　et
naulisandum　quascumque　naves　et　na∀igia　ad1evandum　et　oneran－
dum　quantitates　b1adorum　dicti　Johannis　Forbini　in　hac　civitate
Massi1ie，i11aque　portandum　et　exoneradum　in　dictam　civitatem
Jame　atque　tradendum　et　consignandum　Bertrando　Be11egoni　factori
dicti　Johannis　in　civitate　jandicta　Jame　commoranti，sub1oquerio
sive　naulo　et　pactis　quibus　vo1uerit　et　melius　poterit　convenire，
ipsaque　naula　so1vere　promitendum，et　propterea　bona　dicti　Johannis
obligandum　et　ypothecandum：dictaque　blada　ipsius　Johannis　Forbini
in　so1idum　vel　in　parte　assecurari　petendum　et　faciendum　per
quascumque　personas　et　sub　assecuramento　seu　pretiis　et　pactis　et
modis　quibus　voluerit　et　sibi　videbitur　faciendum，ipsaque　assecura－
menta　solvere　promitendum　sub　bonorum　obligatione，jurium　renun－
ciationibus　et　juramento　et　c1ausu1is　opPortunis　et　consuetis　in
ta1ibus　in　forma，protestandumque　in　judicio　et　extra　ac　in　scriptis
et　sine，et　pro　premissis　comparendum　agendo　et　defendendo　in
omni　et　quocumque　judicio　ecc1esiastico　et　seculari，ad　omnes　actus
inCunCtenter　uSque　inem．
　　Et　demum　genera1iter　etc．；dans　etc一，re1evans　etc．，丘dejubens，
etc・Promitens　etc．，obligans　etc．，renuncians　etc．，jurans　etc．
　　Actum　Massilie　in　curia　regia．Testes　Johannem　Giraudi　habita．
torem　et　Hugo　Peregrini　Iaboratorem　Massilie，Factum　est　instru－
mentum．》
　　　「1438年12月18日。
　　本日次のことを確認する。マルセーユの住民，高貴な人Jean　Forbinは，
ジェーノヴァの高貴な人Sa1vage　Sa1vagiiが，上記Jeanの有するジェー
ノヴァ度量で1，320ミーナの麦を，マルセーユ港からジェーノヴァに運ぶた
めに，二一スのCosme　Gaufridiの船を，Jeanのために，かつ，Jeanの
工43
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名前でなす用船，上記Jeanによって上記Sa1∀agiiに与えられた代理権に
基づいて，上記Salvagiiが上記Jeanのために，Jeanの麦をマルセーユ
から運ぶためになす，その他すべての船の用船，および上記Sa1vagiiによ
り，上記用船に基づいてなされるすべての行為を承認する。また，上記Jean
の麦が，Jeanの名前において善意で，上記の船または上記Salvagiiによ
って賃借もしくは用船されたその他すべての船で運送される前に・上記
Sa1vagiiがなしたすべての保険を承認する。……特別に，または一般的に行
動する一定の，かつ，不可抗争の代理権を与えた。すなわち，上記Sa1▽age
Sa1vagiiは，特別に，かつ明示的に，当マルセーユ市の上記Jean　Forbin
の一定量の麦を積込み，これを上記ジェーノヴァ市に運び，荷卸し，上記ジ
ェーノヴァ市に住む，Jeanの代理人Bertrand　Bel1egoniに引渡すために，
彼の欲する運賃および契約内容で，すべての船およびすべての種類の船を賃
借または用船しこの用船料を支払い，かつ，このために上記Jeanの財産を
担保に提供する，代理権を有している。上記Jean　Forbinの麦を全部また
は一部付保することを欲し，かつ，保険，契約，童たはその他彼が欲し，彼
に適当と思われる形態で，すべての人によってこれをなすことができる。ま
た，この保険を，その財産を拘束して，権利の放棄，宣誓または適当な通常
の契約締結によって履行し，かつ，裁判上または裁判外において，書面を以
て重たは書面なしに異議を申立てることができる。更に，跨購することなく
宗教上または世俗上の裁判所にあらゆる訴訟を提起することができ私…
　プルセーユで，王室で作成された。証人，マルセーユの住人Jean　Giraud
および職人Hugo　P6rξgrini。契約はなされた。」
　これら二つの言己録で注目すべき点は，すでに述べた1427年2月17日の保険契
約において保険者としての役割を果していたJean　Forbinが，この1438年12
月18日の記録においては被保険者として登場していること，また前者の1438年
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3月29日の記録においては，Jeanの兄のBertrand　Forbinが登場している
こと，さらに両方の記録において，保険契約はジェノヴァにおいて締結されて
いること，である。
　なお，1438年3月29日の契約書に出てくるSainte－Marie号は，もともと
Forbin家の持ち船であったが，1435年8月に，あるジェノヴァ人に売却され
たのである。
　皿一7　さらにもう一つ，年時は少々遡るが，マルセイユからアルジェロ
（Alghero）まで運送される60フロリンの価額の4梱包の珊蜘こついて，3フ
ロリン3グロスの保険料をもって締結された1434年7月28日の保険契約に関す
る記録帥があり，この契約においてもJean　Forbinが登場Lているが，彼が保
険者として行動しているのか被保険者として行動しているのか明らかでない。
　皿一8　1400年代の船舶保険契約に関する記録は非常に少なく，Baratier　et
Reynaudが公げにしている1471年5月21日の記録鉤と，Massonが発表した
Sainte－Marie号に係る1496年の二つの記録鰯があるにすぎない。これは，例
えぼ16世紀のGuidon　de　la　merにおいてさえも，船舶保険に割かれた部分
が非常に少なかったことから判断して，船舶保険の経済的重要性が当時まだ限
られたものであったことを示す証拠となろう。
　前者，すなわち1471年5月21日の記録は，フランスにおいて現在知られる最
も古い船舶保険契約に関する記録であるが，これさえも，世界最古のジェノヴ
ァの船舶保険契約・すなわちジェノヴァ～マジョルカ問の航海について，
Georgius　Lecave11umがBartholome　Bassusに保険を付した船舶1a　Sta
αara号に関する1347年10月23日の保険契約から，すでに120年以上を経遇し
注帥　Baratier　et　Reynaud，oカ・cクま・，P．886，n．2（A，D．des　Bouches－du－Rh6ne，
　Verdiuon97，P43）．
　鉤　Baratier　et　Reynaud，ψ・o払，p．886，n．4（A．D．des　Bouches・du－Rh6ne，
　Laget－Mariaμ6，f．93v。）．
　鯛　Masson，o力．c〃、，pp．211～212．
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ている。
　このフラソス最古の船舶保険契約に関する1471年5月21日の記録は，アヴィ
ニョンの商人Marabotin　de　Barthξlemyの代理人であるHonorat　Forbin
のために一，Jean　Huetが引受けた金銭消費貸借契約書の中に見出される。幽
　後者の一つ，すなわち1496年4月29日の日付けをもっ証書闘は，保険証券に
特定された事由が発生した場合に，貴族Bar仁h61emy　Capel1eに対して216
フロリン，貴族Adam　Ventoに対Lて1007ロリソ，貴族pierre　Vento闘
に対Lて50フロリン，貴族Char1es　Forbin帥に対して200フロリソ，の計
566フロリソの保険金を請求するために，Jean　Campelおよびマルセイユ港
に碇泊している船舶Sainte・Marie号の船長であるDomengo（ou　Domini－
que）闘de　Vacuaが，マルセイユの商人Adam　Rondoliveに与えた委任状
である。
　船舶Sainte－Marie号の保険証券および本保険契約を証する公証人の記録は，
残念ながらない。船舶Sainte－Marie号自体は，地方の年代記作家Valbe11e
によれば，商船ではなく，私掠船であったようである。㈲
　1496年のもう一つの証書は，同年7月10日の目曜日に，Sainte－Marie号が
マルセイユ湾のMontredon近くのHuveaune海岸沖において，アラゴソの
Ferdinand王の船隊によって享捕されたために，Adam　Rondo1iveが7月17
注㈱　Archives　d6partementales　des　Bouches－du－Rh6ne・Fonds　Laget－Maria446・
　　fo93vo．
　錫　木村栄一・前掲論文P・55は1396年4月29日としておられるが1これは1496年4
　　月29日のミス・プリソトである。
　鯛　Adam　VentoおよびPierre　Vent0は兄弟で，ジェノヴァ出身の貴族。兄の
　　Adamは1489年に，弟のPierreは1513年と1524年の二回にわたって、マルセイユ
　　総督を務めた百
　帥　彼は既述のJean　Forbinの10人の子供の中の第7番目の子供で・1503年にマル
　　セイユ総督を務めた。
　鯛　1496年の二つの証書で名前が異なっている。
　鱒　　Masson，o力。c〃・，PP・211～212・
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日に保険者に損害の発生を通知し，4人の保険者のうちのPierre　Ventoと
Charles　Forbinに債務の履行を要求している証書である。㈹
　Massonは，上記Sainte－Marie号に関して，多数の敵船がプロヴァンスの
海岸付近までも遊文している情況の中で，マルセイユの貴族たちは特に危険の
多い私掠船についてさえも戦争危険を引受げているのであるから，㈹彼らは，
保険の引受けについて，すでにかなり長い問の実際の経験を積んでいたと考え
ることができると述べている。⑳
　皿一9　ルネヅサンスの世紀すなわち16世紀は，保険がそのほとんどはっき
りした外観を取った世紀であり，小さな点を除いて保険が画一化の傾向を示し，
荒筋において今日まで存続している諸規貝屹採用した世紀である。またこの世
紀は・保険が全ヨーロッパに，またアドリア海からエルベ河やテームズ河にま
で及んだ時期でもある。鰯
　マルセイユでは，16世紀の初頭に，1523年1月28日のフィレンツェ市条例に
傲って，r保険証券を認め，保険料を決定し，保険証券を修正」し，さらに契
約書に法律上の認証を与える義務と権限を有する保険委員（d6put6s　Ou　dep－
putt6s）が，同市議会によって商人の中から幽2名絢選任された。
　この制度が採用された日付けはばっきりせず，また長続きもしなかった。す
たわち，1614年以降は，保険仲立人自身が，このDepputt6sの審査を受けず
に契約を締結し，保険証券にサイソをすることになったからである。㈱
注㈹　　］Masson，o力．c〃．，P．213．
　㈹　Massonは，木村博士が述べておられるような（前掲書P．169），当時の国際事
　　清の下で，私掠船をも付保する必要があったかどうかは明らかにしていない。
　陶　　Masson，oカ．o〃．．P．212．
　臼3　Boiteux，o力．c〃．，p．109．
　㈲　このDepputt6sは前年の商事裁判官がなることもあった。
　㈹　フィレソツェにおいては．この尿険委員（spettabili　o箭ciali　di　sicurta）は5
　　名であった。なお，フィレソツェ市の保険委員については，木村栄一・前掲書p．
　188参照。
　色㊧　Boiteux，o力一c仇，pp－109～110．
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　とに角，このDepputt6sによって認証された現在知られる最初の契約書は，
マルセイユの商工会議所（Chambre　de　Commerce　et　d’Industhe　de　Mar－
sei1le）に保存されているかの有名な1584年10月15日付けの聖イラリー号　（St．
Ilary）積み貨物の保険証券である。
　この保険証券は，今日のロイズ保険証券の源流となった上言己1523年1月28日
のフィレンツェ市条例の付則に掲げられた保険証券様式（およびその原型とな
った1397年7月10日のフィレソツェ証券）に倣ったものであるが，吻後のマル
セイユの海上保険証券にも大きな影響を与えているので，マルセイユ商工会議
所のarchivisteであるMonsieur　Courduriξのご好意によって入手できた
同保険証券（1面および2面）の写真（5－1および5－2）と活字文（多くの誤字
があるが，原文のまま），およびその英訳鶴を掲げよう。
　　　　　　　　　　　《一JHESUS］Vl1ARIA＿
　Au　nom　de　Dieu　et　de1a　Vierge　Maryne　que　conduyze　le　tout　a
bon　salvement－Se　fait　assurer　Sr．Guil1aume　Puech，pour　son　conpte
propre，d’antr6e，tant　sulement　d’ici　de　Marcelhe丘ns　en　Trippol1y
de　Surye，sus　le　veseau　nomm6St　Ilary，patron　Jehan　Viguiξ，hou
aultre　que　sera，　Prenent　les　soubssign6s　asseureurs　les　risques，
peryl　de　la　pr6sente　surt6，1aque1e　comansera　du　jour　et　heure　que
les　marchand1ses　seront　6t6s　charg6es　sus　dlt　veseau，　］usques　き
tant　que　soit　anyv6audit　Trippolly，e1a，touttes1es　marchandises
descharg6es　en　terre註bon　salvement，alors　s’entendra　estre　fyni
les　risques，Pξry1de　la　prezente　surt6．
　Et，en　cas　de　desgrace，que　Dieu　ne　veulhie，ledit　Puech　ne　sera
teneu　montrer　aultres　escriptures　que1es　polyces　de　chargement，
注物　木村栄一・前掲書PP・181～182；同・r資料・1584年マルセイユ海上保険証券」
　　『保険学雑誌』第422号，1963年，pp－153～164．
鶴　英訳は，Gow，W。，肋伽θ1閉s舳舳，5th　ed・，1931・ApPe口dix　B・PP・338～
　　340に掲げられているCommittee　of　Lloyd■sの翻訳である百
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（写真5－1）1584年のSt・IIary号保険証券第1面一マルセイユ商工会議所所蔵
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（写真5－2）同左第2面
et　ainssin　sont　d’acor［Pour　pache　exprさs．
　Et　pleus　veult　le　dit　Puech　que　tous　seux　de　1a　pr6sente　seurt6
prendront　et　soustiendront　et　paseront　tous　les　mesmes　risquesl
p6ryl　et　fortme　que　s’est　pass6，tant　divin　que　humain，d’amys　que
ememyS，COgitte，inCOgitte，tanSSiOn　de　SegnOrye，tant　eC1eZiaStiqueS
que　tanpore1es　repreza1hies，marque　contremarque，juste　hou　vere－
ment　injuste，de　bande，contrebande，de　feu，de　vent，jet　de　mer，
…ig…t註d・・t…t・・…t・・，d・…t1・dit・・i・g…td・t・・tt・・
aultres　pξryls，risques　et　fo赴emes　que　le　dit　sumomm6passer
porroit丘nalement，se　metant　au　propre1ieu　et　p1ace　de　ce1uy・
comme　cy　assur6ne　feuce，e　que　ne　puyce　dire　ny　a　treu∀er
CanilatiOn　aulCune，au　COntrayne・
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　Et　pleus　veult1e　dit　Puech　que，en　cas　de　sinistre　ou　pe廿e，que
Dieu　ne　veu1hie，que　1e　dit　patron　aie　autoritt6　de　rachepter，
recovrer　et　despandre　et　s’antremetre　et　acorden　et　faire　au1tant
que　a　luy　semb1era　pour1e　reco▽rement　des　marchandises　de　dittes，
sans　lisance　des　assereurs　au1x　quel　en　tel　cas　rendra　bon　compte
de　tout．
　　Et　pleus　veu1t　le　dit　Puech　que，en　cas　de　sinistre　ou　perte，que
Dieu　ne∀elhie，que1es　assureurs　ayentきpoyer　pour　chescum
d’eu1x　les　soumes　aseur6es　tout　ou　partye　troix　mois　aprさs　entendue
la　novel1e　asur6e　de1a　perte　dudit　veseau，que　Dyeu　ne　veulhie，1es
asseureurs　seront　teneux　premiさrement，de　poyer　et　puys　p1ayder
se　bon　leur　semble，et，au　dit　cas，1e　dit　sieur　Guillaume　Puech
sera　tenu　de　bailher　une　bone　et　soizante　caution，que　prometra
de　rendre　et　restittuer主chescum　d’eux1es　soumes　que　pour　heu1x
seront　est6s　desbourc6es，avecque　1e　benefice　de　tant　pour　cent，
come1es　juges　des　marchans　en　jugeront　en　cas　que　les　heuce　ma1
receu，dont　pour　ce　fait1es　soussign6s　asereurs　auront　de　terme　dix
vhuyt　moixきprover　se　que註heu1x　plera・
　　Et　pour　estre　vray1e　conteneu　de　la　pr6sente　su廿6，1es　soubzign6s
asureurs　se　hobligent1eurs　persones　et　biens　meubles　et　inmeubles，
pr6sentz　et　advenyr，en　touttes　Cours　expr6c6ment・et　nimさment　en
la　Cou村de　Messrs1es　Juges　de　marchans　de　Marce1he．
　　Et　pleus　veu1t　et　declaire　le　dit　Sr．Puech，et　ainsin　sont　d’acor仁
・…q・・1・・…b・6・・・・・・・…，q・・1・p・6…t・・…ipt・d・…t6
aye　au1tant　de　force　et　viguer　come　si　feuce　faite　de　notayre　roya1
autantique；a1a　me1heur　forme　et　manyさre　que　fayre　hou　dire　ce
P・y・・，・…q…t・・tt・・1・・…t・1…t・1・…1・・q…p・・ti・m・・t
aux　surett6s，註　1a　charge　toutes　foix　que　e1es　seront　autoriz6es・
tacxc6es　et　sign6es　par　Messrs　les　Depputt6s．Et　Dieu1e　face
salve．Amen．
　　Nous，Augier　Riquety　et　Doumergue　Andr6，depputt6s　sur1a
taxation　des　assurt6s，avons　tax6et　mod6r61a　prξsente　su竹t6，
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suyvant1a　tenur　de1a　susditte　escripte　d’yey　en　Tripouly　de　Su町e，
きreison　de　cinq　pour　cent．Fait註Marse1he，ce　XVe　octobre1584．
　　（∫悠〃彦）A　RIQUETY，Depputt6　DOUMERGUE　Andr6，d6pputt6
100・　Je，Marc　de　Roddes，asseure，en　la　forme　et　maniさre　conteme
　　　　　en　la　susdite　seuret6，Pour　cent　escut　sol，et　ay　heu　per　mon
　　　　　risc　cinq　escut　par　mains　de　Marquiot　Gapal1on．Ce　XXe
　　　　　octobre1584．　Et　Dieu1a　salve．
100・　Je，Roubert　Begue，asseure，註1a　forme　et　maniさre　que　dessus，
　　　　　pour1a　somme　de　cent　escus　so1，et　pour　mon　risc　ay　receu
　　　　　par1es　mains　de　Melchior　Gapai王hon　cinq　escus　de　mesme
　　　　　va11eur．A　Marselhe，一e　XXe　octobre1584．Dieu1a　sa1ve．
50．Io，Pompeo　Pescioni，assieuro，ne1modo　e　forma　in　qua1
　　　　　contenuto，Per　la　somma　di　cinquanta　scuti　di　sole，et　per
　　　　　mio　risico　ho　ricevuto，per　man　de1detto　Capag1ione，due　scuti
　　　　　et　mezo　simi1i．A　Marsig1ia，giomo　di200cte1584E．Dio
　　　　　Ia　faCei　Sa1Va》
（英訳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《X　JESUS　MARIA
　　In　the　name　of　God　and　of　the▽irgin　Mary－may　they　bring　a11
to　good　safety－Sire　Gui11aume　Puech　doth　cause　himself　to　be
assured　for　his　own　account　in　respect　of　the　lading，so　far　only　as
from　this　port　of　Marsei1les［lit．from　here　Marsei1lesコto　Tripo1i
in　Syria　on　board　the　vesse1named“St．I1ary”，Master，Jehan
Viguie，or　whosoever　shall　be［Masterコ．The　undersigned　Assurers
accept　the　risks　and　perils　of曲e　present　security，which　shal1
commence　the　day　and　hour　that　the　goods　are1oaded　aboard　the
said　vessel［and　continue］　unti1she　shal1have　arrived　at　the　said
Tripoli　and　all　the　goods［are］there　discharged　on1and　in　good
safety，when　the　risks　and　perils　of　the　present　security　shal1be
understood　to　be　ended．
　　And　in　case　of　misfortune，which　God　forbid，the　said　Puech
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shall　not　be　bomd　to　produce　any　other　documents　than　the　bi1ls
of　lading（polyces　de　chargement）and　thus　it　is　expressly　agreed．
　　And　the　said　Puech　fu廿her　stipu1ates　that　al1those　concemed　in
the　present　security　wi11take　and　sustain　and　incur　a11the　same
risks，perils，and　chances　which　may　arise　from　the　act　of　God　or
man（lit．as　wel1human　as　divine），from　friends　or　enemies，known
or　mknown，from　restraints　of　authorities　whether　ecclesiastica1or
temporal，reprisals［letters　ofコmarque　and　counter・marque，just　or
in　point　of　fact　mjust，from　prohibitions　of　a11so廿s，from五re，
from　wind，jettison，navigation　to　the　right　and1eft　during　the　said
voyage，and　from　a11other　perils，risks　and　chances　that　the　above
named　might　ultimately　incur，putting　themse1ves　in　his　very　p1ace
and　position　as　if　he　were　unab1e　to　e伍ect　insurance，and　sha1l　not
seek　any　pretext　of　cance11ation．
　　And　the　said　Puech　further　stipu1ates　that　in　case　of　accident　or
loss，which　God　forbid，the　said　Master　may　have　authority　to　buy
back，recover，and　spend，and　inte岬ene，and　make　agreement，and
do　whatever　he　shall　deem　it　for　the　recovery　of　the　said　goods，
without　license　of　the　assurers，to　whom　in　such　case　he　shall
render　good　account　of　al1．
　　And　the　said　Puech　fuれher　stipulates　that　in　case　of　accident　or
loss，which　God　forbid，the　assurers　shal1have　to　pay，each　one　of
them，the　sums　assured，in　who1e　or　in　part，three　months　after
hearing　certain　news　of　the1oss　of　the　said　vessel，which　God
forbid．The　assurers　shal1be　bound　to　pay　in　the　irst　instance
and　afterwards　they　may　institute　proceedings　if　they　think　it．
And　in　such　case　the　said　Guillaume　Puech　shal1be　bound　to
furnish　good　and　su伍cient　security　promising　to　give　up　and　refund
to　each　of　them　the　sums　that　have　been　disbursed　on　their　behalf，
with　an　addition　of　so　much　per　cent　as　the　Judges　of　the　Mer－
chants　may　decide，in　the　event　of　pay平ent　having　been　wrongfully
receiマed，for　the　I〕roof　of　which　the　undersigned　assurers　sha11be
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allowed　a　period　of　eighteen　months．
　　And　to　make　good　the　contents　of　the　present　security　the
undersigned　assurers　express1y　p1edge　their　persons　and　their　estate，
rea1and　persona1，present　and　to　come，1n　al1Courts，and　part1cu1arly
in　the　Co耐of　Messieurs　the　Judges　of　the　Merchants　of　Marsei11es．
　　And　the　said　Sire　Puech　further　stipulates　and　dec1ares，and　is
so　agreed　with　the　undersigned　assurers，that　this　security　sha11
have　as　much　force　and　e伍ect　as　if　it　were　made　by　a　King’s
notary　himse1f，in　the　best　form　and　manner　that　may　be　said　or
done，with　al1the　stipulations　and　clauses　that　are　proper　to　secu－
rities，provided　always　that　they　are　authorized，taxed，and　signed
by　Messieurs　the　Deputies．And　may　God　make　it　safe．Amen．
　　We　Augier　Riquety　and　Doumergue　Andr6，Deputies　for　the
taxation　of　assurances　have　taxed　and　regu1ated　the　present　security
according　to　the　tenor　of　the　above－named　document　of1anding
（escripte　d’antr6e）from　here　to　Tripo1i　in　Syria，at　the　rate　of丘ve
per　cent．
　　Done　at　Marsei11es　this15th　October1584．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Signed）　A．RlQUETY，Deput6．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　DoUMERGUE　ANDRE，Deput6．
‡100　I　Marc　de　Roddes　assure1n　the　form　and　mamer　contamed
　　　　　　　in　the　above　named　security　for　one　hundred6cus　sol，and
　　　　　　　have　received　for　my　risk肘e6cus　at　the　hands　of　Mlarquiot
　　　　　　　Gapallon．This20th　October1584．And　God　save　it．
‡100．　I　Robert　Begue　assure　in　the　form　and　mamer　as　above　for
　　　　　　　the　sum　of　one　hundred6cus　so1and　for　my　risk　have
　　　　　　　received　at　the　hands　of　Melchior　Gapailhon丘ve6cus　of
　　　　　　　1ike　value．At　Marsei11es　the20th　October1584．God　save
　　　　　　　it．
　　　　　　　　　［Original　in　Ita1ian．］
‡50．I　Pompeo　Pescioni　assure　in　the　form　and　mamer　of　this
　　　　　　　document　for　the　sum　of趾ty6cus　sol　and　for　my　risk
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　　　　　have　receiYed　at　the　hands　of　the　said　Capag1ione　two　and
　　　　　a　half6cus　of1ike　va1ue．　At　Marsei11es　this20th　day　of
　　　　　October1584．And　God　make　it　safe．
Endorsed　on　wrapper．
　　　　　Assurances　by　which　any　points　in　dispute　are　referred　to
　　　　　Messieurs　the　Commercia1Judges，　For　the　Worshipful
　　　　　Masters　and　Deputies　of　Commerce　of　Marseil1es．》
　　皿一10亘㎜6rigonは，その著《Trait6des　Assurances　et　des　Contrats
註1a　Grosse》（Tome　I，I昌正6d．，Marseille，1783）において，当時，ナント
（Nantes），ポルドー（Bordeaux）およびロンドソ（Londres）で使用されて
いた海上保険証券とともに，以下に示すようなマルセイユの保険証券を掲載し
ている。⑲（併せて拙訳を掲げる。）
　　《Au　Nom　de　Dieu＆
tout註bon　sauvement．
　　Se　fait　assurer
de　la　Ste．Vierge：que　Dieu　conduise　le
　　Alors　ledit　risque　sera　ini．Et　veut　que　tous　ceux　qui　prendront
de　cette　assuret6，passent1e　mεme　risque　que　lui　tant　divin
qu’humain，d’amis，ememis　comus　ou　incomus，prises＆d6tentions
de　Seigneuries，soit　ecc16siastiques　ou　tempore11es，repr6sailles　justes
ou　injustes，bande　ou　contrebande，marque，contre－marque，de　vent，
foudre，feu，jetきla　mer，＆de　tous　autres　inconv6niens，p6ri1s＆
cas　fo竹uits　qui　pourroient　arri▽er，se　mettantきson　mεme1ieu＆
place　comme　si　assur6ne　fut，sans　qu’ils　puissent　dire，a116guer
ni　controuver　aucune　chose　註　ce　contraine，　qu’i1s　n’ayent　au
pr6alable　gami　la　main　des　sommes　par　eux　respectivement
assur6es，qu’ils　promettent　payer　trois　mois　aprさs　les　nouve1les
5主網　0カ。c〃．，pp．34～35一
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assur6es　du　sinistre　ou　perte，que　Dieu　ne　veuine，＆　en　apτさs
plaid－er　si　bon　leur　semble；1esquels　trois　mois　seront　compt6s　du
jour　que　I’Assur6aura土ait　sa－d6claration　de1a　peれe　ou　sinistre
aux　Archiマes　de　la　Chambre　du　Commerce；＆ce，par6crit　dans
un　registre　particu1ierきce　destin6．Et　pour　meilleure　va1idit6de
cette　assuret6，1esdits　sieurs　Assureurs　obligent　leurs　biens主toutes
Cours．
　Fina1ement，veut，＆ainsi　d’accord　avec1esdits　Assureurs，que1a
pr6sente6crite　d’assuret6ait　autant　de　force＆d’obligation　comme
si　c’6toit　m　contrat　pub1ic，en1a　meil1eure　condition　que　puisse
εtre，avec　toutes1es　clauses　qu’apPartiennent　aux6crites　d’assuret6．
　Dieu1es　conduise＆fasse　salve，Amen．》
r神および聖母マリアの名において。神がすべてを安全に導き給うこと
を。
・・について保険に付される。
　この時，上記の危険は終了する。そして，次のことを表明する。本保険を
引受けるすべての者は，被保険者に生じることあるべき以下の危険，すなわ
ち，神および人の危険，味方，既知のものであると未知のものであるとを問
わず敵の危険，宗教上のものであると世事上のものであるとを問わず権力老
の捕獲および抑留，正当なものであると不当なものであるとを問わず報復，
封鎖または反対封鎖，捕獲免許，報復捕獲免許，風，雷，火，投荷の，並び
に生じることあるその他すべての不都合，危険および偶然事故を，被保険者
に生じなかったかのように，その者の立場に代ることによって，負担する。
上記保険老は，これに反するいかなることも唱え，申し立て，または反駁す
ることはできない。上記保険者は，あらかじめ各人の引受げ金額を確保し，
神の欲しない事故または減失の確実な情報を得た後，および事故または滅失
にっいて最善と恩われることを申L立てた後，3ヵ月以内に，上記保険老は
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麦払うことを約東する。上記3ヵ月は，被保険老がその滅失または事故の通
知を商業会議所の記録所になした日から計算される。そして，これは専らこ
の目的のために設げられた記録簿に書き込まれる。また，本保険の効力を一
層高めるために，上記保険者はその財産をもって，すべての裁判所において
その責に任ずる。
　最後に，次のことを表明し，上記保険者と合意する。本保険証券は，保険
証券に必要なすべての条項を有し，最良の条件の下に作成された公的契約書
と同一の効力および強制力を有する。
　神が彼らを導き，助け給うことを。アーメン。」
　この保険証券は，すでに定型化された印刷様式（fOrmu1e　imprim6e）であ
るが，全体をべっ見すれば分る通り，これは前掲の聖イラリー号積み貨物の保
険証券と全く酷似しており，同保険証券様式が，その後200年にわたって，マ
ルセイユにおいて営々と受け継がれ，使用されていたことが分るのである。
（本稿は早稲田商学研究基金の援助による研究である。）
157
